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Alternative education movement in Korea has been mainly expanded by alternative school. Earl
y alternative school was given positive evaluation that it can complement problem in public educatio
n system. After that, many alternative schools have been established, and part of those were institu
tionalized by government approval. However, unauthorized alternative school, especially full-time alte
rnative school mainly bear alternative education movement. Unauthorized alternative schools have c
ommon character, disappointment and criticism for public education, and pursuit of alternative educat
ion practice. 

However, it can be said that such common character of alternative schools was changed. Of course, 
change of educational practice exists because of change of Korean society and educational environment. I 
discuss whether the change of character actually exists by case study in Gandhi school community. 

目 次 

1. はじめに

1-1. 先行研究

1-2. 研究対象と研究方法

2. 本論

2-1. 初期の山清ガンジー学校

2-2. ガンジー学校の変化

2-3. 現在のガンジー学校

3. 終わりに 

1．はじめに 

韓国の 90 年代は公教育の問題が社会問題として

台頭した時期であった。当時の金永三政府はこの問 

題を解決するために多様な教育改革を実施するが、

それは「5・31 教育改革」（1995）と呼ばれ、その後

の韓国の教育改革に大きな影響を及ぼすことになる。

その時期の前後に民間においても公教育を批判しな

がら新しい教育を模索する活発な動きが現れた。

1986 年から 1993 年まで「また一つの文化」が行っ

た小学生キャンプがその先駆的な試みであった。90

年代に入ってからも同様の試みが全国各地で起きた。

「創造学校」(1992)、「ミンドゥレ・マンドゥレ」

(1993)、「自由学校ムルコ」(1993)、釜山「創造学校」

(1994)、「みんなで作る学校」(1994)、「野花咲く学

校」(1994)、「共同育児協同組合」(1994)、「別で、

また一緒に学校」(1995)などがそれに該当する（姜

大仲 2002）。このような代案的教育を実践する代案
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の は に る 制 案

の な り、1997 3 に「

（ ）」 る にな

っ 。 案 1の な の

に な り、 に 定 な を る

し は「 中 合 」

（1996 ）の の して 案 を制 に

れる を る になっ 。 の 、

で れてい い の 案 を

。 のよ に れ 案 は「

」 れる 、 の の 中 ではな

、各 なりの を り、 れを し

の で るよ にし の して

れ の 。 

し し、 を 案 は の に

まり、 案 は して の 案

、中で 制 案 を中 に に して

ている。 案 は の で な

、 を して を し 、

しい は を い る重 な を し

て 。 による 、 案 は

中 を 合 て 数の 1

で、 に れ 、 案 を中

し な は の に、 に

の を て い る。 れに

、 のよ な の 案 に る は

れていない。 

1997 に 制 案 て して 、

に るまで の 案 れ り、

れ りしている。各 案 の

は では定 し い 、 に る

まって の の （ 案 ）、

の の 、 の を る い

の を ってい い る。 案 を る

の 、 案 内 の の中で各 案

の って 、 の で のよ な

の に あっ のではない 。 あ

っ な 、 のよ な であっ の 。

では、 の を中 に て い。 

 案 の は である 、 の中

な は の 制 案 である い

る。 で では の 制 案 の中

を で 案 の を て る

に る。 

1-1  

 案 、 案 に る は、 の

し 1990 し 。1990

の は の で している を し、

の を る の っ （

1996  1998 ,

1999, 2 0 0 0  1999 ）。2 0 0 0 に

って は、 案 に る 、

に る なっ 。 れる

案 は を 制 内の い（

2 0 0 2  2 0 0 6  2 0 0 7  

2 0 0 8  2 0 10

）。 で の 案 、 案 に る

れている（ 2 0 0 5  2 0 0 9, 2 0 11,

2 0 12 ）。 、 （2 0 12 ）は の 案 の

（2 0 12 ）までの を し

な している。し し、 の は 案

の による のであり、 の

中 な内 である。 のよ な の中

で、 の 案 に いて重 な を して

いる 案 を にして、 制 案

の の を に し は

ない。 の 、 には あるのでは

ない れる。 

1-2  

な して の の



（ ） 案 の に る

2

35 2015

の は に る 制 案

の な り、1997 3 に「

（ ）」 る にな

っ 。 案 1の な の

に な り、 に 定 な を る

し は「 中 合 」

（1996 ）の の して 案 を制 に

れる を る になっ 。 の 、

で れてい い の 案 を

。 のよ に れ 案 は「

」 れる 、 の の 中 ではな

、各 なりの を り、 れを し

の で るよ にし の して

れ の 。

し し、 を 案 は の に

まり、 案 は して の 案

、中で 制 案 を中 に に して

ている。 案 は の で な

、 を して を し 、

しい は を い る重 な を し

て 。 による 、 案 は

中 を 合 て 数の 1

で、 に れ 、 案 を中

し な は の に、 に

の を て い る。 れに

、 のよ な の 案 に る は

れていない。

1997 に 制 案 て して 、

に るまで の 案 れ り、

れ りしている。各 案 の

は では定 し い 、 に る

まって の の （ 案 ）、

の の 、 の を る い

の を ってい い る。 案 を る

の 、 案 内 の の中で各 案

の って 、 の で のよ な

の に あっ のではない 。 あ

っ な 、 のよ な であっ の 。

では、 の を中 に て い。

案 の は である 、 の中

な は の 制 案 である い

る。 で では の 制 案 の中

を で 案 の を て る

に る。

1-1

案 、 案 に る は、 の

し 1990 し 。1990

の は の で している を し、

の を る の っ （

1996 1998 , 

1999, 2 0 0 0 1999 ）。2 0 0 0 に

って は、 案 に る 、

に る なっ 。 れる

案 は を 制 内の い（

2 0 0 2 2 0 0 6 2 0 0 7

2 0 0 8 2 0 10

）。 で の 案 、 案 に る

れている（ 2 0 0 5 2 0 0 9, 2 0 11, 

2 0 12 ）。 、 （2 0 12 ）は の 案 の

（2 0 12 ）までの を し

な している。し し、 の は 案

の による のであり、 の

中 な内 である。 のよ な の中

で、 の 案 に いて重 な を して

いる 案 を にして、 制 案

の の を に し は

ない。 の 、 には あるのでは

ない れる。

1-2

な して の の
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（ ） 案 の に る

を る。 は の 制 案

である をは 、 の し

複数の 、 案 、

な を含 て である。

の中で （ ） （

）2、 （ ）

（中 合 ）3、 （ ）

（ ）4を る。 

 れ の を る にはい

ある。ま 、 は の

制 案 して、 の に れ の 案

に を である（ 案 1997
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して 案 に い を及 している

である。 案 は、 な 案
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の によって 2 0 0 2 6 に れ
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れ、 案 に る 、

の 、 の
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している。 の 案 を い 、
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案 の に いてし し 及 れ、

になっている。 の を ま る 、

の 案 に いて重 な である

案 の を る にいい になる

の 、 の の れる。 
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2  

2-1  

し よ に、90 の では の

し、 の を 。 しい に

る し、 の の になり、

案 し 。 の中で し 制

案 は重 な を ってい 。 の 案

は 、 の を し

中 であっ ので、 を し、

る に まってい 。し し、 制 案

は の を 、 で る のであっ （

2 0 0 1）。 の に しい

を 、 の の を

っ である5。 

 で に し 制 案 は

である。 案 を

してい の なっ 。 の

は 1994 に によって

れ 。 は しい のあり を

していて、 を して れを し

てい 。 の に し の

、 「 」に し 文に し

によって しい を る の

れ、1997 3 に る

になっ 。 

 は 、 の

に る な し、 に

る を している。 れは、
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の であり、 である の

の 文を して で る。 

は を のよ に し の であ

る。 の は に し でな 、

に れて、 の を れ であ

っ 。 の 、 は に

の を し 。「い の っ

は なる、 な を り よ 」 。 は

の を れ ない6。 

は の に の っている を

、「 」 びまし 。 れは、

、文字 りに れ、 して

いる のよ に れ で 。 を

しな 、 は な っ

のよ な ではな 、 びを

って る しい を、 しよ

しまし 。 の 2 0 、 の

に る になりまし 。（中 ）し

し、 には の に てあま

り してないよ に れ、ま 、 のよ

な の は い に り に

ま でし 。 れで は しい で

しい を て れな れ な ない

い を になりまし 7。 

 の の は、 の

、 数の 、 、 の 、

中 の による （ ）

の 、 による で 数の

な を 数の の を「 」に

ている に れてい （ 2 0 0 2 ）。

のよ な は のまま の

に れてい 。 

1 の 8

 
   

 

、 、 、 文、 、 、 、

、 、 、 数 、数  

 

、 、 り、 、

、  

 

、 、 り、 り、 、

、 版、  

 は 、 は

に る を る であり、

は の の な

を で るよ に る で れ

ている（ 2 0 0 2 ）。 は

で重 る より を重

し、 な を 、 で るよ にしてい

る。 

 の の は

中 の になっている

れる。 には、「 制」 い

制 を て ない ある には

れを し、 る、 ある

で るよ にし 。 、 の りに「

制」、「 制」、「 案 の 」

い 制 れ 。「 制」は、

る な を し、 の に

って の 4 8 に る 97 まで

し、 で を で るよ にし 制

である。「 制」は、 で の

びに し を るな 、 、 、

3 の の 計 を

し、 る 、 を で

るよ にし 制 である。「 案 の 」は、

を して の を るよりは、

の に合 て 案 内 で
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5

（ ） 案 の に る

を る ましい い の

で、 を る制 である。

の のよ な は、 の である

の「 中 の 案」（

しい 2 0 0 1 9 ）で れている。

 の 案 のよ に、

の で 中 の を し、 な

を している。 案 の 、

には ある 、 に る

まり、 中 の 案 を る

い の を っている はい る（

2 0 0 8 ）。 

2-2  

2 0 0 0 に って 、 では

な る。 れは、 の である。

し は、 し 、

に る を る に れ

ていて、 の の で の であっ 。

れは、2 0 0 0 であっ 、3 の

を て る れる によって、

に の の 。 

2 0 0 0 の であっ 。 、1998 に

に し 3 になっ

であっ 。（中 ） の に い

て してい の な

な 案をし 。（中 ） 案 なのに を

に で るな て、 れ しに

なるの 。し 中 の を よ

て 案 で、 を て

を し 案 るな て、 な

る のなの 9。 

 の の の び 、 の「

10」の には のままではい ない い

中 で のである。 のよ な は

3 の の で て れる になっ 。

の はある 、 の で っ

。 で りの を る には

れ いいの 、 に る

になっ のは、 な れ い る 。

案 の ではな 、 の であ

る い で い る。 
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中 に している。 の 3

で る は に れている。 の は
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の は し 、 で
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い。 によれ 、2 0 13 の

の は の 3 の 2 で、 10 の

あっ 。 れで、 な に し、

中で に っている。 によ

る しいので、 に れ、 な

を して には、 に な

れ な ない い 。 である

、 案 を し 、

になるの 。 案 （2 0 0 7 ）による 、 案

の の の 8 5 を

している。 の な びの の な

にな ない 、 の な て、 を

ない であれ 、 れは る になる。 

 を る を のよ に れ いいの

。 の に は し 。 して、

し 、 に るよ に し

の中 、 案 での び

を で してい るよ に る

に ってい になっ 。 は

れを の を して しよ している。

で でな 、 の に り、
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に しな い 。 れは
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る。 い を 、 に に

る を にし、2 1 の

である を る12。 
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あり、 の の 合

して を していま 。13」

いて り、 の を にしている

る。 

 、 は 文

（ ）を し、
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、 、 文 の を
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び の の の を る で
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で る。 
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は て で である 、

より を、 より を る

の に い い でし 。 案 を

し の び を して しい

を ってい るのでは、 いま 16。 

 して、各 は

の を て っている。 の

で る には ある 、

いに で るよ に各 の を

るの 。 
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に の る 2 0 0 0 に って
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を になっ 。 
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る 案 に しい ていて、 れ

の に を るのではない

れる。 れは、 案 い る

、 案 を中 に
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 の には、 案 の

あっ 。 案 して 内に
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を し の あっ 。2 0 0 7 に し
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の を る制 の である

、「 」 して の ある

れてい ので、 の 、 、

、 の な 、 案 の

を 内で しよ し 。 の な
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2 0 12 ）。
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